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政策企画課地方創生担当

No 大学 団体名 事業名 団体代表者（教員） 学生代表者 事業概要 協働相手先

1 岡山大学
教育学研究科教育科学専攻桑原敏
典研究室

みんなでつくる「ももっ子マップ」-安心・安全
な街を目指した安全マップの作成-

教授
桑原　敏典

教育学研究科
山田　真珠

　南区光南台中学校区を対象地域として、①地域の様々な世代の住民とともに現地調査などを実施して、地域の安全点
検を行い、②それをもとに安全マップを作成して、③完成した安全マップを使って地域の交通安全に関するワークショップ
を実施することを通じて、市民の安全意識を高め、住民同士のつながりづくりやまちづくりを進めていく。また、社会参加
意識の低い学生が、地域の一員であるという自覚を持って地域と一緒に問題解決をする意識を育む。

・NPO法人岡山市子どもセンター

2 岡山大学 岡山大学地域環境計画学研究室
地域に眠る資源としての空き家の市場流通
化促進策の提案

准教授
氏原　岳人

環境生命科学研究
科
和氣　悠

　アクセス性等からエリア価値が高いにも関わらず利活用用途のない空き家が多く存在する、岡山駅運動公園口エリア・
福浜エリアを対象として、空き家カルテ、空き家オーナーへのヒアリング結果（統計情報）を利用し、他都市の先進事例と
の比較をふまえて、全国的にも課題となっている空き家の有効活用方法を提示する。

・おかやま地域発展協議体「おかやま空
家対策研究会」

3 岡山大学 「100年続く防災」を考える会 「100年続く防災」を考える
教授
松多　信尚

教育学研究科
川上　賢太

　岡山市東区西大寺地区を対象とした郷土誌の調査及び昭和南海地震の経験者に当時の様子や地震被害についての
聞き取り調査を行う。調査結果と地形の特徴等をふまえて、解説動画を作成しQRコード化し、作成する冊子に掲載し、地
区内で行われるシンポジウム等で配布する。取組を通して、地域に住む住民の地区に対する理解、郷土愛、防災意識を
高める。

・岡山市東区役所　総務・地域振興課

4 岡山県立大学
岡山県立大学　地域子ども・子育て応
援団

伊島学区における放課後児童クラブと地域
との協働事業

准教授
柏　まり

保健福祉学部
明神　千恵

　伊島学区の放課後児童クラブと協働し、大学生が企画する子どもの遊びの場づくり（上伊福西公園、総合グラウンド）、
地域安全マップの作成、地域との交流イベント、研修会を実施する。放課後児童クラブと地域をつなぐことで、地域の子ど
もが自分たち自身の安全管理に対する意識を醸成する。

・朝日こどもクラブ

5 岡山県立大学
デザイン学部デザイン工学科　建築・
都市デザイン領域　西川博美研究室

歴史的町並みの空き家活用による地域再生
-陣屋町足守・旧薬局のリノベーション-

准教授
西川　博美

デザイン学部
安達　駿

　陣屋町足守まちなみ保存地区を、空き家のリノベーションによって再生・活性化することを目的とする。元々薬局である
建物を、地域住民や観光客が立ち寄り利用できるように改修する。
　足守の歴史地区において、なるべくコストのかからない汎用的な方法で模範的な施設づくりを行うことを目指す。

・社会福祉法人ももぞの学園

6 岡山理科大学
岡山理科大学科学ボランティアセン
ター　学生スタッフ会

科学を通じた地域の学び場づくり
教授
高原　周一

工学部
伊藤　巧馬

　近年問題となっている子どもの科学離れや将来の技術者不足などに対応していくため、参加者の体験と多世代交流を
通じて科学への興味喚起と科学者・技術者を目指す子どもを増やす。「人と科学の未来館サイピア」での科学イベント実
施により、京山学区及び近隣の学区の子どもたちに科学の楽しさを伝える。科学イベントとして年9回実施する。実施した
実験・工作について解説した冊子を作成する。

・CRISコンソーシアム(岡山県生涯学習
センター指定管理者）

7 岡山理科大学
岡山理科大学経営学部イノベーショ
ン・ラボセンター

岡山市内33駅を対象とした、学生・障害者・
関係主体の協働によるバリアフリーマップの
作成

准教授
川島　聡

総合情報学部
岡田　磨生

　学生と障害者が中心となって、市内33駅のバリアフリーの実態を調査し、その改善に向けた具体的な課題を明らかにす
るとともに、障害のある市民・観光客のために市内33駅のバリアフリーマップを作成することで、障害のある人もない人も
共に暮らしやすい岡山のまちづくりに寄与する。バリアフリーマップは、日本語版と英語版で作成し、市民・観光客が、市
内の公共交通機関を利用しやすくし、鉄道事業者に求められる改善点を具体的に明らかにする。

・岡山市都市整備局　都市・交通部交通
政策課
・岡山市社会福祉協議会

8 岡山理科大学 岡山日本酒応援隊　OMACHI
岡山の酒造りの魅力を伝えるパンフレットづ
くり

教授
猪口　雅彦

総合情報学部
柴田　京香

　若者の日本酒離れ、岡山における地元産の酒の消費の低迷は、岡山の酒造りを中心とした産業・歴史・文化にとって損
失であることから、岡山の酒造りの魅力を若者目線で発見することで、岡山の酒造りにまつわる産業に対して興味を持つ
若者を増やす。学生のための日本酒パンフレットを制作し、学生が集まる場所で配布する。パンフレット・SNSによる日本
酒の紹介と、実際に岡山の日本酒を飲んでもらうことを通して、日本酒のおいしさやお酒の魅力を再発見のきっかけづく
りを行う。

・NPO法人若者応援コミュニティとりのす

9 環太平洋大学
「矢津の里　国際かかしフェスティバ
ル」実行委員会

「矢津の里　国際かかしフェスティバル」
副学長
沼田　秀穂

経営学部
今川　玲奈

　地域の高齢化、人口減少、農業の担い手の減少と獣害といった地域課題を多く抱える岡山市東区矢津地区（高齢化率
48％）において、IPUと「笑顔あふれる矢津の里プロジェクト」が協働し、「矢津の里　国際かかしフェスティバル」を企画・実
行することで活性化に取り組む。日本人学生と多様な国の留学生からアイデアを集めた国際的なかかしを作成、地元の
イノシシ肉やおでんなどの即売会イベントを企画し、アンケート調査、マーケティング活動などを行うことで、学生の起業家
精神の涵養と矢津の里の観光資源開拓、地域活性化を行う。

・笑顔あふれる矢津の里プロジェクト

10 山陽学園大学

山陽学園大学　生活心理学科＋地域
マネジメント学科「まちづくり学生有志
チーム」（総合人間学部生活心理学科
住居研究室澁谷ゼミナール継承チー
ム）

「近くの城下町と比べながら岡山城下の魅力
を再発見するマップ」作りと啓発活動

教授
澁谷　俊彦

総合人間学部
蔵野　菜緒

　岡山の中心市街地を「城下町岡山」として再認識し、歴史文化の魅力の再発見により中心市街地の活性化を図る。岡
山市に近い、姫路・福山・香川・津山の中心市街地と比較検討し、岡山の参考になる点を見い出し、中心市街地のお年寄
りや子どもに使ってもらえるマップを作成する。

・渡辺栄文堂
・アサノカメラ

11 就実短期大学 SCO同好会
体験型消費者教育イベントキッズタウン
SHUJITSU2018

講師
小田　奈緒美

生活実践科学科
伊藤　夢砂

　若年層の消費者トラブル等が増加する中、より早い団体で基礎的な消費者教育を行うことが重要であるが、学校・家庭
での消費者教育は十分とは言えない。そこで、就実短期大学の消費者教育推進サークルSCO同好会が中心となり、小
学生を中心とした消費者教育イベント「キッズタウンSHUJITSU」。を企画・運営・実施する。
　地元の商工会、企業、NPO、ボランティア等と協働して学習を伴う取組を行い、参加者の子どもたちが地域の企業や仕
事に興味を持つとともに消費者としての市民性を育む。

・株式会社トマト銀行

12 中国学園大学
中国学園大学　現代生活学部人間栄
養学科　河野ゼミ

文化資産由来微生物を用いた地域特産品
の開発

教授
河野　勇人

現代生活学部
竹谷　桜

　岡山には多くの文化・地域資源があるが、それらが産業と連携するなどして十分に売り出せるほどに活用されていると
は言えない。本事業では、国指定重要文化財の犬養木堂生家から分離（採取）した酵母を用いて、酒造メーカとの協力し
清酒の製造と学内でのパンの試作、開発を行う。地元文化財の酵母を利用した製品開発を行うことで、特徴ある地域特
産品開発を行い、文化資産の魅力向上と情報発信、地域産業の振興に寄与する。

・株式会社板野酒造本店

13 中国学園大学
中国学園大学　国際教養学部国際教
養学科　佐々木ゼミ

学生視点での訪日外国人向け岡山市の観
光プランの企画提案

准教授
佐々木　公之

国際教養学部
田邊　浩平

　訪日外国人の旅行に関する調査では、情報収集手段として個人ブログ・口コミサイト・SNSが挙がっており、また、岡山
県の認知度・訪問意欲は低いという結果がでていることから、パンフレット等ではあまり取り上げられない岡山市の名所・
おすすめスポットを学生視点で発掘し、外国人向けの旅行プランを企画し、チラシ・SNS等で情報発信を行う。地元旅行会
社と協働し、大学生の発想・視点を活かして、バックパッカーなど比較的低予算を好む外国人向けの旅行プラン検討など
を行う。

・株式会社リョービツアーズ

14
ノートルダム清心女子
大学

ツボジョーワールド探検隊
岡山の自然と人に支えられた作家・坪田譲
治を軸に「生きる力」を育む地域活性化事業

教授
山根　知子

文学部
楠戸　友梨

　岡山県・岡山市の地元愛着は全国的に見ても低いランクにとどまっている。地元に対する愛着が薄いのは、地元の良さ
を知らない、または知るきっかけがないことが原因と考えられることから、岡山市出身の文学者・坪田譲治の小説「風の
中の子」について、冊子の作成、朗読及びトークショーを実施する。小説の背景や舞台となったエリアの古写真や現在の
写真を示した冊子の作成、小学校での朗読などを通して、岡山への愛着と未来への希望を持ってもらう。

・「文学と岡山」製作委員会
・岡山地域教育資源研究会
・岡山市立石井小学校、大野小学校
・岡山県立岡山御津高等学校　ほか

＜平成30年度　「大学生まちづくりチャレンジ事業」補助金交付決定事業一覧＞


